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１．位置図（１）１．位置図（１）

平成27年10月31日現在

評価対象区間
一般国道１２６号千葉東金道路
（東金ＪＣＴ～松尾横芝）
Ｌ＝15 7ｋｍＬ＝15.7ｋｍ
平成３２年度 完成予定
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※道路名は「圏央道」



１．位置図（２）１．位置図（２）

評価対象区間 一般国道１２６号 千葉東金道路L=15.7km

一般国道１２６号 千葉東金道路 東金ＪＣＴ～松尾横芝
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区 　間 区間延長 ４車化工事延長 土工 橋梁 トンネル 備 　考

東金ＪＣＴ～松尾横芝ＩＣ 15.7km 13.6km 11.1km 2.5km － 新設：橋梁９橋

比率（％） － 100% 81.6% 18.4% －

前



２．事業の目的および概要（１）２．事業の目的および概要（１）

①事業の目的

千葉東金道路 東金JCTから松尾横芝ICは、千葉県東金市から千葉県山武市に至る総
延長約16k の 首都圏中央連絡自動車道の 部とな て高規格道路ネ トワ クを形延長約16kmの、首都圏中央連絡自動車道の一部となって高規格道路ネットワークを形
成する有料道路である。首都圏中央連絡自動車道のネットワーク整備に伴い増加する交
通量に対応するため４車線化を行うものである。

◆ 区 間 自）千葉県東金市丹尾
とうがね たんのお

②事業の概要

至）千葉県山武市松尾町谷津

◆ 計 画 延 長 15 7ｋ （うち 2 1k 付加車線設置済み）

さんむ まつお やつ

◆ 計 画 延 長 15.7ｋｍ （うち 2.1km付加車線設置済み）

◆ 車 線 数 ４車線

◆ 規 格 第１種第２級 （設計速度：１００km/h）

◆ 事 業 費 全体 1 268億円
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◆ 事 業 費 全体 1,268億円
今回対象４車線化事業費 182億円



２．事業の目的および概要（２）２．事業の目的および概要（２）

③標準横断図
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２．事業の目的および概要（３）２．事業の目的および概要（３）
首都圏

○首都圏３環状道路は都心部の慢性的な
交通渋滞の緩和及び、環境改善への寄与
等を図り さらに 我が国の経済活動の中等を図り、さらに、我が国の経済活動の中
枢にあたる首都圏の経済活動とくらしを支
える社会資本として、重要な役割を果たす
道路

松尾横芝

道路。
○当該事業区間は首都圏中央連絡自動車

道の一部を成している。

東金ＪＣＴ
○首都高速中央環状線（中央環状線）
◆都心から約８ｋｍ、延長約４７ｋｍ

当該事業区間
○東京外かく環状道路（外環道）
◆都心から約１５ｋｍ、延長約８５ｋｍ

○首都圏中央連絡自動車道（圏央道）環状道路（供用中） ○首都圏中央連絡自動車道（圏央道）
◆都心から半径約４０～６０ｋｍ

延長約３００ｋｍ

環状道路（供用中）
環状道路（未供用）
環状道路（調査中）
その他の高速道路
その他の高速道路（未供用）
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出典 国土交通省関東地方整備局

その他の高速道路（調査中）
主な一般道路



３３．．事業の必要性と効果（１）事業の必要性と効果（１）

平日と休日の平均交通量

○ 暫定２車線区間の、山武成東ＩＣから東金JCT間の平日交通量は11,200台/日となっている。
○ 方 休 交通量 10 700台/ 対す 割合 0 96とな○ 一方、休日交通量は10,700台/日で、平日に対する割合は0.96となっている。
○ 大型車混入率は、両区間ともに約２０％となっている。

評価対象区間

Ｌ=１５．７km

八街市

横芝光町

銚子連絡道路

区間

平成２６年交通量（台/日）

全日平均 平日平均 休日平均
大型車混入率 大型車混入率 大型車混入率

千葉東金道路

松尾横芝IC

126

409

松尾横芝ＩＣ
～山武成東IC

９,６００ ２０％ ９,８００ ２３％
９,３００

<０．９５>
１１％

山武市

山武成東IC

東金JCT

409

山武成東IC
～東金ＪＣＴ

１１,１００ １８％ １１,２００ ２２％
１０,７００
<０．９６>

１０％

東金市

東金JCT
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３．事業の必要性と効果（２）３．事業の必要性と効果（２）

圏央道沿線の地域振興・企業立地

○圏央道の開通後、周辺の産業等の発展に伴い当該事業区間の利用増進が見込まれる。

■圏央道の開通と新規工場立地面積（累積）の推移■圏央道周辺の企業立地状況

阿⾒東部⼯業団地

70 
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90 

100 （ｈa） 20年前と比べると

約６倍！

ひかり⼯業団地

積
（
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計
）

8530 
40 
50 
60 

当該事業区間

規
工

場
立

地
面

積

企業立地件数

高速道路
高速道路(事業中)
国道

道路

凡 例

15

50

0 
10 
20 

H6年 H16年 H26年
圏央道整備率 ８％ １７％ ７２％かずさアカデミアパーク

新
規

出典 国土交通省関東地方整備局

1～2件

3～4件

5件以上

立地済み

立地予定

（Ｈ27年7月時点）

圏央道整備率 ８％ １７％ ７２％

出典：工場立地統計調査
※圏央道が通過する市町村を対象とした

千葉東テクノグリーンパーク

※ 出典：下記のＨＰ上の資料を基に作成

かずさアカデミアパーク
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※ 出典：下記のＨＰ上の資料を基に作成
・国土交通省関東地方整備局
・茨城県圏央道沿線地域産業・交流活性化協議会「いばらぎ圏央道沿線ナビ」
・千葉県企業庁 分譲地案内パンフレット「千葉県の工業団地ご案内」
・かずさアカデミアパーク研究所等立地推進協議会ＨＰ
・東金市ＨＰ「千葉東テクノグリーンパーク」



３．事業の必要性と効果（３）３．事業の必要性と効果（３）

○千葉東金道路は千葉地域と山武・海匝地域を結ぶ道路として観光等に重要な役割を担っている。
かいそう

千葉東金道路周辺地域の観光の現状

○千葉東金道路は千葉地域と山武 海匝地域を結ぶ道路として観光等に重要な役割を担っている。
○特に夏季の海水浴場では県内の海水浴客の約１／４が山武・海匝地域を訪れている。

平成25年千葉県海水浴入込客数

ウォッセ21

山武・海匝地域
年間観光客数 約8.9百万人地点

（平成25.7.1～平成25.8.31）

単位：千人

市町村別入込客数

その他, 犬吠埼

九十九里ふるさと自然公園

カレドニアン
ゴルフクラブ

芝山仁王尊観音教寺

航空科学博物館 ふれあいパーク八日市場

飯岡刑部岬展望館
吉崎浜海岸

野手浜海岸新千葉カントリークラブ

当
該
事
業

犬吠埼 九十九里町, 261

大網白里市, 119

鴨川市 11

館山市 , 95

富津市, 
83

,
170

犬吠埼

千葉県庁 いちご園
道の駅オライはすぬま

蓮沼ウォーターガーデン

片貝海水浴場

業
区
間

山武市, 113

勝浦市, 316
千葉市, 163

御宿町, 128

鴨川市, 117

出典 千葉県平成25年観光入込調査

南房総市 , 251
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片貝海水浴場
片貝海水浴場



３．事業の必要性と効果（４）３．事業の必要性と効果（４）

○千葉東金道路 東金ＪＣＴから松尾横芝ＩＣ間の交通量は、圏央道のネットワークが

ネットワーク整備による交通量の増加

葉東 路 東 横 間 、圏
整備されることに伴い現在の約１．４倍の増加が見込まれる。

○増加する交通量に対応し、円滑な交通を確保するため４車線化が必要である。

ネットワーク整備前 ネットワーク整備後ネットワーク整備前 ネットワーク整備後

大栄JCT 大栄JCT

千葉方面⇔当該事業区間 千葉方面⇔当該事業区間

当該事業区間⇔大栄方面
3,700台/日

松尾横芝IC

宮野木JCT

松尾横芝IC

宮野木JCT

葉方 該事業 間
8,800台/日

当該事業区間 銚子方面

葉方 該事業 間
9,600台/日

東金JCT 東金JCT
東金JCT⇔松尾横芝
9,600～11,100台/日

東金JCT⇔松尾横芝
13,300～14,800台/日

当該事業区間⇔銚子方面
5,500台/日

当該事業区間⇔銚子方面
7,300台/日

木更津JCT 木更津JCT
凡
例

既供用区間
供 用 区 間

事業中区間

木更津方面⇔当該事業区間
3,100台/日木更津方面⇔当該事業区間

2,200台/日

9

事業中区間



３．事業の必要性と効果（５）３．事業の必要性と効果（５）

通行止めの削減

○平成２０年から平成２６年の千葉東金道路における暫定２車線区間の通行止め回数は190回で
車線 約 倍あり、４車線区間の約３倍となっている。

○工事による通行止め回数は１49回となっており、４車線化により当該区間の通行止め回数を
約８割削減できる。更には交通事故等の削減にも効果が期待できる。

千葉東金道路・首都圏中央連絡自動車道 通行止め回数

120

暫定２車線（15.7km）４車線（16.1km）（回）

80

100

120

通
行

190回気象

交通事故等

工事

40

60

行
止
め
回
数

60回
約8割削減

149回

0

20

千 大 高 中 山 東 山 松

149回
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山
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東

松
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横
芝H20～H26合計

通行止め回数：IC間別、上下線別にカウント



４．事業進捗状況（１）４．事業進捗状況（１）

東金ＪＣＴ～山武成東 山武成東～松尾横芝

◆事業の経緯

　 　事業認可 平成　２年　９月

　 　用地着手

　 　工事着手

暫定２車線開通

平成　４年　６月

平成　５年１１月

平成１０年 ３月　　 暫定２車線開通

　　 ４車線化事業許可

◆完成予定年度 平成３２年度

平成１０年 ３月

平成１２年　７月

◆完成予定年度

◆事　 業　 費

平成３２年度

全体  1,268億円
　今回対象４車線化事業費 182億円
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４４．．事業進捗状況（２）事業進捗状況（２）

進捗状況（平成27年11月末現在）

○用地買収はⅠ期線建設時に完了。

４車線化工事延長2.9km ４車線化工事延長2.8km４車線化工事延長7.9km
八街市

126 評価対象区間

409

主
)
成
東
酒
々
井
線

総
武
本
線

東
金
Ｊ
Ｃ

山
武

松
尾

東金市

横芝光町

山武市

(
主

線

Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ

武
成
東
Ｉ
Ｃ

尾
横
芝
Ｉ
Ｃ

山武市

126

土工・橋梁

舗装・施設

前回評価時 用地買収 100%

（Ｈ24.12） 工

事

0%

0%

128
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土工・橋梁

舗装・施設

今回評価時 用地買収 100%

（Ｈ27.12） 工

事

0%

0%



事業化から 事完成ま 流れ（当初想定 程と 比較）

４４．．事業進捗状況（３）事業進捗状況（３）
事業化から工事完成までの流れ（当初想定工程との比較）

○平成26年度から測量・調査・設計を開始。

凡例
前回評価時(H24.12)
今回評価時(H27.12)

年 度 H12 ・・・ H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 備考

事業化・有料道路事業化

測量・調査・設計

土木工事木 事

舗装工事

施設工事

供用開始
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５５．事業の投資効果（１）．事業の投資効果（１）

■総便益（Ｂ）
道路事業に関わる便益は 平成42年度の交通量を整備の有無それぞれについて

計算条件

道路事業に関わる便益は、平成42年度の交通量を整備の有無それぞれについて
推計し、「費用便益分析マニュアル」に基づき３便益を計上した。
【３便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】

■総費用（Ｃ）■総費用（Ｃ）
当該事業に関わる建設費と維持管理費を計上した。

【今回評価】 【参考：前回評価】

・基準年次 ：平成27年度
・供用開始年次 ：平成32年度
・分析対象期間 ：供用後50年間

平成24年度
平成32年度
供用後50年間

・基礎データ ：平成17年度道路交通ｾﾝｻｽ
・交通量の推計時点 ：平成42年度
・計画交通量 ：13,300～14,800（台/日）

供用後50年間
平成17年度道路交通ｾﾝｻｽ
平成42年度
14,100～15,000（台/日）

・全体事業費 ：約1,268億円
・総便益（Ｂ） ：約6,787億円（約7,824億円※）
・総費用（Ｃ） ：約2,255億円（約1,534億円※）
費 便益

約1,263億円
約6,045億円（約7,887億円※）
約1,970億円（約1,549億円※）

※基準年次における現在価値化前を示す。 14

・費用便益比（Ｂ／Ｃ）：３．０ ３．１



５．事業の投資効果（２）５．事業の投資効果（２）

費用便益分析結果

種別 項目 事業全体 残事業

◆総便益（B）

基準年（Ｈ２７）に

走行時間短縮便益 ６，０８４億円 ２３５億円

走行経費減少便益 ４６７億円 ６億円
基準年（ ）に

おける現在価値
交通事故減少便益 ２３６億円 ５億円

計 ６，７８７億円 ２４６億円

全体事業費 ２ ０１２億円 ９０億円◆総費用（C）

基準年（Ｈ２７）に

おける現在価値

全体事業費 ２，０１２億円 ９０億円

維持管理費 ２４３億円 ２７億円

計 ２，２５５億円 １１７億円

事業全体 費用便益比(B/C) : ３．０ 経済的純現在価値(B-C) : 4,532億円 経済的内部収益率(EIRR) : 12.8％

注１） 便益の「事業全体」とは高速道路が整備される前の状態から４車線道路を整備したことによる便益

注２） 便益の「残事業」とは現在の２車線高速道路がある状態から４車線道路を整備したことによる便益

注３） 費用の「事業全体」とは高速道路が整備される前の状態から４車線道路を整備する費用

残事業 費用便益比(B/C) : ２．１ 経済的純現在価値(B-C) : 129億円 経済的内部収益率(EIRR) : 10.5％
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注３） 費用の「事業全体」とは高速道路が整備される前の状態から４車線道路を整備する費用

注４） 費用の「残事業」とは現在の２車線高速道路を４車線化するのに要する費用

注５） 「事業全体」の全体事業費は、Ｐ３の全体事業費を基準年における現在価値化しているため、値が異なっている

注６） 「残事業」の全体事業費は、「公共事業評価の費用便益分析に関する技術指針(共通編)（H21.6 国土交通省）」に基づき２車線構造継続の際に生じる安全対策費を控除している

注７） 経済的内部収益率(EIRR)とは、便益と費用の現在価値を等しくするような社会的割引率の値



６．関係する都道府県の意見６．関係する都道府県の意見

千葉県知事の意見 平成２７年１２月１６日

一般国道１２６号千葉東金道路は、東京湾アクアラインと一体となって、東日本と西日本
を結ぶ大動脈となる圏央道として機能するとともに、災害時には、都心部の高速道路の代
替路と も極 重 な道路 あ替路としても極めて重要な道路である。

特に、東金JCTから松尾横芝IC間は、成田空港と羽田空港を結ぶ高速ネットワークの一
部として機能する重要な役割を担っている。

平成２５年４月の東金JCTから木更津東IC間の開通により 当該区間の交通量が増加す平成２５年４月の東金JCTから木更津東IC間の開通により、当該区間の交通量が増加す
るとともに、沿線地域では、観光客の増加や企業活動の活発化など、経済に好循環をもた
らすストック効果が現れてきている。

さらに ２０２０年東京オリンピック パラリンピックの開催を控え 成田空港から都心に向かさらに、２０２０年東京オリンピック・パラリンピックの開催を控え、成田空港から都心に向か
うルートとしての重要性が増している。

ついては、安全で円滑な交通を確保するためにも早期に４車線化工事に着手し、工期短
縮を図り 一日も早い開通をお願いしたい縮を図り、 日も早い開通をお願いしたい。
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７．今後の対応方針（原案）７．今後の対応方針（原案）

● 千葉東金道路 東金ＪＣＴから松尾横芝ＩＣ間は圏央道の一部となって高規格道路ネット

（１）事業の必要性等に関する視点

● 千葉東金道路 東金ＪＣＴから松尾横芝ＩＣ間は圏央道の 部となって高規格道路ネット
ワークを形成する有料道路で、沿線地域の産業、経済、観光等の発展に重要な役割を果
たす道路である。

●当該区間は、圏央道のネットワーク化が完成することに伴い増加する交通量に対応するため
にも、４車線化が必要であり、追越車線が整備されることにより、通行止めの削減が図られる。

● 費用便益比（B/C)は、事業全体３．０、残事業２．１である。

車線 な 地 大栄 松 横芝 進捗状 等 道

（２）事業進捗の見込みに関する視点

● ４車線化に必要な用地は取得しており、大栄ＪＣＴ～松尾横芝ＩＣ間の進捗状況等周辺道
路のネットワーク整備と調整を図りながら、平成３２年度の完成に向け事業進捗を図る。

（３）対応方針（案）

● 当該事業の再評価は 『事業継続』 とする。

（３）対応方針（案）
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